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No.45

伝統の踊り～古在家神楽舞～伝統の踊り～古在家神楽舞～

主 な 内 容
平成19年度決算のあらまし ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2～3
平成20年度農林業まつり ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4～5
新病院建設への道しるべ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6
動物ふれあい公園がオープンしました･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 7
市税滞納者に対し、69件・2千290万円の差押え等を実施 ･ ･ ･ ･ 7
秋季火災予防運動が実施されます ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
年末調整や確定申告には控除証明書が必要です･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
行政放送を開始しました･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9



広報うえのはら　No.45  2

公債費
1,980,732
（18.7％）

総務費
1,943,095
（18.3％）

労働費
16,265
（0.2％）

教育費
864,559
（8.1％） 民生費

2,068,903
（19.5％）

衛生費
1,766,296
（16.6％）

消防費
562,029
（5.3％）

災害復旧費
57,252
（0.5％）

歳出総額
10,621,445

議会費
126,009
（1.2％）

農林水産業費
197,597
（1.9％）

商工費
142,238
（1.3％）

土木費
896,470
（8.4％）

性質別に見た普通会計歳出状況
（20.5.31現在　単位：千円）

前年度比3億2416万6千円減少の106億2144万5千円

人件費
2,254,358
（21.2％）

普通建設
事業費
1,391,932
（13.1％）

繰出金
1,055,079
（9.9％）

扶助費
779,310
（7.3％）

公債費
1,980,732
（18.7％）

投資及び出資金・貸付金
345,038
（3.3％）

歳出総額
10,621,445物件費

1,790,064
（16.9％）

積立金
218,783
（2.1％）

補助費等
724,158
（6.8％）

維持補修費
24,739
（0.2％）

義務的経費：5,014,400千円　（47.2％）
投資的経費：1,449,184千円　（13.6％）
その他経費：4,157,861千円　（39.2％）

災害復旧事業費
57,252
（0.5％）

目的別に見た普通会計歳出状況
（20.5.31現在　単位：千円）

会 　 計 　 別

一 般 会 計

特 別 会 計

計

会計別　歳入歳出状況（20.5.31現在　単位：千円）

国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ）
国民健康保険（直営診療施設勘定）
老 人 保 健
介 護 保 険
介 護 サ ー ビ ス 事 業
公 共 下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
教 育 奨 励 資 金
大 目 財 産 区
甲 東 財 産 区
巌 財 産 区
島 田 財 産 区
上 野 原 財 産 区
檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区
小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

内
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

収入額

11,099,328
8,123,403
2,975,797
78,031

2,303,530
1,550,213
4,950
758,424
136,205
2,290
92,147
1,652
131,941
42,884
36,873
2,060
2,786
2,844
776

19,222,731

支出済額

10,621,445
7,722,468
2,897,168
77,930

2,281,599
1,546,422
1,009

739,161
118,687

0
8,197
26

1,918
31,232
18,210
205
15
500
189

18,343,913

現在高
9,694,528
2,958,253

0
683,734
679,826

0
3,840,060
145,580
1,387,075
84,479
84,479

6,902,494
0

714
847,495
113,733
2,595,027
3,345,525

16,681,501

区 分
１普 通 債
（ 1）総務債
（ 2）民生債
（ 3）衛生債
（ 4）農林水産業債
（ 5）商工債
（ 6）土木債
（ 7 ）消防債
（ 8 ）教育債
２災害復旧債
（ 1）災害復旧債
３その他
（ 1）減収補てん債
（ 2）臨時財政特例債
（ 3）減税補てん債
（ 4）臨時税収補てん債
（ 5）臨時財政対策債
（ 6）合併特例債

計

市債の状況（一般会計）
（20.5.31現在　単位：千円）

19年度決算のあらまし平成19年度決算のあらまし19年度決算のあらまし



3 広報うえのはら　平成20年11月号　　　　　

市税
3,621,785
（32.6％）

分担金および
負担金・使用料
および手数料
313,690
（2.8％）

市債
1,234,600
（11.1％）

地方譲与税等
691,387
（6.2％）

地方交付税
3,001,199
（27.0％）

国庫支出金
452,066
（4.1％）

県支出金
615,196
（5.6％）

歳入総額
11,101,618

自主財源  5,107,170  (46.0％)
依存財源  5,994,448  (54.0％)

財産収入・寄附金
・諸収入
229,445
（2.1％）

繰入金
420,157
（3.8％）

繰越金
522,093
（4.7％）

性質別に見た普通会計歳入状況
（20.5.31現在　単位：千円）

普通会計歳出　

建 物
123,568
907
0

124,475

区 分
行 政 財 産
普 通 財 産
土地開発基金

計

土 地
533,449
164,923
13,537
711,909

市有財産の状況
（20.3.31現在　単位：m2）

【
依
存
財
源
】

地
方
譲
与
税
・
利
子
割
交
付
金
・
配
当

割
交
付
金
・
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

金
・
地
方
消
費
税
交
付
金
・
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
交
付
金
・
自
動
車
取
得
税
交
付

金
・
地
方
特
例
交
付
金
・
地
方
交
付

税
・
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
・
国

庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・
市
債

【
自
主
財
源
】

市
税
・
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
・
使
用

料
お
よ
び
手
数
料
・
財
産
収
入
・
寄
附

金
・
繰
入
金
・
繰
越
金
・
諸
収
入

平
成
19
年
度
決
算

普
通
会
計（
一
般
会
計
、
教
育
奨
励
資
金

特
別
会
計
）の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
1
1

1
億
1
6
1
万
8
千
円
、
歳
出
総
額
1
0
6

億
2
1
4
4
万
5
千
円
で
、
差
し
引
き
4
億

8
0
1
7
万
3
千
円
を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま

し
た
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入

で
は
、
2
・
9
％
減
、
歳
出
で
は
2
・
7
％

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
状
況
》

国
の
地
方
分
権
政
策
の
も
と
進
め
ら
れ
て

い
る
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
等
の
影
響
に

よ
り
、
市
税
が
10
・
7
％
増
と
な
っ
た
の
に

対
し
、
地
方
譲
与
税
と
地
方
特
例
交
付
金
の

合
計
は
、
64
・
2
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
合
併
当
初
に
借
り
入
れ
た
合
併
特

例
債
の
元
金
の
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
地
方
交
付
税
は
3
・
5
％
増
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
基
金

（
貯
金
）の
取
崩
し
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や

投
資
的
経
費
な
ど
の
抑
制
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
52
・
3
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
、
基

金
の
取
崩
し
や
、
地
方
債
を
借
り
入
れ
て
い

る
状
況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
大
き
な
事
業
を
執
行
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
基
金（
貯
金
）の
取
崩
し
や
地

方
債
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
歳
入
総
額
に
対
す
る
自
主
財
源

（
市
税
や
施
設
の
使
用
料
な
ど
）の
割
合
は

46
・
0
％
と
な
り
前
年
度
比
で
2
・
2
ポ
イ

ン
ト
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
依

存
財
源
に
頼
っ
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
安
定
し
た
自
主
財
源
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
の
状
況
》

歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
策
定

し
た
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

職
員
の
給
与
の
適
正
化
や
早
期
退
職
制
度
な

ど
の
活
用
に
よ
り
人
件
費
が
8
・
4
％
減
と

な
っ
た
こ
と
や
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
購
入
事
業
、
高
規
格
救
急
自
動
車
購
入
事

業
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
施
設
整
備
事
業
な
ど
普
通
建
設
事

業
費
が
8
・
3
％
減
と
な
っ
た
こ
と
が
、
歳

出
合
計
で
2
・
7
％
減
と
な
っ
た
主
な
要
因

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
増
加
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

公
債
費（
借
金
の
返
済
）の
5
・
1
％
増
、
国

保
会
計
な
ど
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
と

公
営
企
業
等
に
対
す
る
出
資
金
が
10
・
3
％

増
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
公
債
費
が
増
加
し
た
理
由
は
、
将

来
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
比
較
的
借
入
利

率
の
高
い
も
の
の
一
部
に
つ
い
て
繰
上
償
還

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
と
17
の
特

別
会
計（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な

ど
）、
病
院
事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま

り
、
9
月
の
定
例
市
議
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
地
方
交

付
税
な
ど
の
状
況
や
そ
の
使
い
道
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成平成19年度決算のあらまし平成
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午前9：30から正午
ープラザにおいて開催します　

林業まつり

11
月
29
日（
土
）、
上
野
原
市
役

所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

「
平
成
20
年
度
農
林
業
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

農
林
業
ま
つ
り
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
農
林
業
へ
の
理
解
と
関

心
を
呼
び
覚
ま
し
、
地
域
住
民
の

交
流
の
場
・
地
域
づ
く
り
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
市
内
農
林
産
物
の

地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
協
力
団
体
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
市
内
農
林
産

物
の
展
示
や
直
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
酒
饅
頭
コ
ー
ナ

ー
、
豚
汁
や
花
の
苗
等
の
配
布
、

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
有
意
義
な
ひ
と
と
き
が

過
ご
せ
る
各
種
の
催
し
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●問い合わせ
経済課　産業振興担当
蕁62-3119

農林産物直売コーナー

会場：市役所センタープラザ
時間：午前9時30分～正午
〇農林産物展示コーナー
〇農林産物直売コーナー
〇農協コーナー
〇森林組合コーナー
〇健康相談コーナー
〇園芸コーナー
〇酒饅頭コーナー
〇経済課コーナー　　　　　　ほか
＊豚汁、花の苗などを配布します。
＊各コーナーとも品物がなくなりしだ
い、終了とさせていただきます。

健康相談コーナー



5 広報うえのはら　平成20年11月号　　　　　

　　　　　11月29日（土）
　　　　　上野原市役所センター

平成20年度　農林

ハクサイ　　　　　　　2株

キャベツ　　　　　　　2株

シュンギク　　　　　　2束

コマツナ　　　　　　　2束

ブロッコリー　　　　　2株

ダイコン　　　　　　　2本

ゴボウ　　　　　　　　3本

バレイショ　　　　　　5個

サトイモ（子イモ） 1株または5個

コンニャク　　　　　　2個

ダイズ　　　　　　　　1合

カキ　　　　　　　　　5個

キウイフルーツ　　　　5個

シイタケ　　　　　　　300g

農農林産物品評会・作品の募集
農林業まつりでは、栽培技術の向上を目的に農林産物品評会を例年どおり行います。

出品をご希望の方は次の要領により出品をお願いします。
なお、出品者には記念品をお贈りしますが、出品された農林産物については、展示後

に販売し、収益金はすべて募金させていただきますのでご了承ください。

提　出　先

JAクレイン市内各支店

JAみふじ秋山支店

上野原市役所センタープラザ

日　　時

11月28日（金）

午前9時～10時まで

11月28日（金）

午前9時～11時まで

ホウレンソウ　　　　　2束（250g）

ネギ　　　　　　　　　1㎏または1束

チンゲンサイ　　　　　2束または5株

カリフラワー　　　　　2株

カブ　　　　　　　　　5株

ニンジン　　　　　　　3本

サツマイモ　　　　　　3本

ナガイモ　　　　　　　1本

アズキ　　　　　　　　1合

ユズ　　　　　　　　　5個

その他

★　提出日時、提出先（どちらでも結構です）

★　募集品目（荷姿）
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上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員
会
が
病
院
建
設
基
本
計
画
を
提
言

建
設
計
画
立
案
に
向
け
て

■
上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員
会

の
役
割

広
報
5
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た

が
、
3
月
に
識
見
者
や
一
般
の
方

14
人
で
構
成
す
る
上
野
原
市
立
病

院
建
設
委
員
会
が
発
足
し
て
い
ま

す
。目

的
は
上
野
原
市
立
病
院
建
設

基
本
計
画
を
市
長
に
提
言
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
ま
で
に
、
7
回
の

委
員
会
を
開
催
し
て
、
診
療
機
能

を
は
じ
め
、
規
模
や
建
設
計
画
地

な
ど
、
新
病
院
の
骨
格
に
関
わ
る

重
要
案
件
を
集
中
的
に
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

■
新
病
院
建
設
委
員
会（
病
院
内

組
織
）の
開
催

上
野
原
市
立
病
院
建
設
基
本
計

画
の
中
に
は
、
こ
の
計
画
の
方
針

に
基
づ
い
た
外
来
や
病
棟
な
ど
、

部
門
ご
と
の
運
用
方
針
や
施
設
整

備
概
要
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

病
院
内
で
組
織
さ
れ
た
新
病
院

建
設
委
員
会（
両
角
敦
郎
会
長
）

は
、
そ
の
部
門
計
画
立
案
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
携
わ
る
職

員
が
現
場
の
声
を
持
ち
寄
り
、
効

率
的
な
運
用
を
追
及
し
な
が
ら
診

療
機
能
の
充
実
に
向
け
て
、
率
直

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
施

設
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
病
院
を

い
か
に
活
用
す
る
の
か
、
事
細
か

な
調
整
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

上
野
原
市
立
病
院
建
設

基
本
計
画
の
概
要

上
野
原
市
立
病
院
建
設
基
本
計

画
は
、
基
本
構
想
・
部
門
別
基
本

計
画
書
・
事
業
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
新
病
院
建
築
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹

介
し
ま
す
。

〇
基
本
構
想

基
本
理
念
と
し
て
「
い
の
ち
の

尊
さ
を
重
ん
じ
、
心
あ
た
た
ま
る

医
療
を
め
ざ
し
ま
す
」
を
掲
げ
、

公
設
民
営
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
も

今
ま
で
の
方
針
を
継
承
し
、
地
域

医
療
へ
の
貢
献
と
救
急
医
療
へ
の

対
応
そ
し
て
災
害
時
の
支
援
病
院

の
確
立
を
主
眼
と
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
は
築
39
年
を
迎
え
、
建
物
や
施
設
の
老
朽
化
に
加
え
、
狭
隘

化
が
著
し
く
、
建
て
替
え
を
求
め
る
市
民
の
声
の
拡
が
り
と
と
も
に
、
病

院
建
設
が
市
に
お
け
る
最
大
の
懸
案
事
項
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
発
足
し
た
上
野
原
市
立
病
院
検
討
審
議
会
は
、
平
成
18
年

に
答
申
書
を
市
に
提
出
し
て
、
市
立
病
院
建
設
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
議
会
の
病
院
建
設
検
討
特
別
委
員
会
や
病
院
問
題
検
討

特
別
委
員
会
、
上
野
原
市
立
病
院
建
設
庁
内
検
討
委
員
会
で
協
議
が
重
ね

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

上
野
原
市
立
病
院
建
設
委
員
会（
尾
形
重
寅
会
長
）は
、
審
議
会
の
答
申

等
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
地
域
医
療
実
現
の
た
め
に
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
医
療
事
情
や
将
来
の
上
野
原
市
立
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え

て
、
今
回
の
上
野
原
市
立
病
院
建
設
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
上
野
原
市
に
宛
て
た
提
言
と
し
て
、
新
病
院
建
設
の
道
し
る
べ
に

な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
へ
の
道
し
る
べ

〇
診
療
機
能
と
病
床
規
模

病
床
数
は
、
1
5
0
床（
う
ち

回
復
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

50
床
）で
1
3
5
床
の
想
定
も
含

ん
で
い
ま
す
。
診
療
科
は
、
外
来

が
内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
整
形

外
科
・
脳
神
経
外
科
・
皮
膚
科
・

耳
鼻
咽
喉
科
・
眼
科
・
泌
尿
器

科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

10
科
、
入
院
が
内
科
・
外
科
・
脳

神
経
外
科
・
整
形
外
科
の
4
科
と

な
っ
て
い
て
、
外
来
患
者
数
を
1

日
当
た
り
5
0
0
人
、
二
次
救
急

体
制
を
想
定
し
た
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〇
建
設
計
画
地

建
設
計
画
地
は
、
旧
上
野
原
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
有
地
を
前
提
と
し
て

移
転
に
伴
う
影
響
を
最
小
限
に
し

た
判
断
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
緊
急
性

と
、
市
民
や
病
院
関
係
者
の
強
い

要
望
を
受
け
止
め
て
、
開
院
予
定

を
平
成
23
年
7
月
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
に
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
22
・
23

年
度
で
建
築
工
事
に
入
っ
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

病
院
対
策
課

（
蕁
62
│

3
1
3
6
）

▲尾形会長が奈良市長に上野原市立病院建設基
本計画書を手渡す（10月22日、市長室にて）
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動動
物
ふ
れ
あ
い
公
園
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

★
今
後
の
予
定

◎
ふ
れ
あ
い
の
日

11
月
16
日

（
日
）「
障
害
者
乗
馬
会
」

※
ふ
れ
あ
い
の
日
は
月
に
1
〜
2

回
開
催
予
定
で
す
。
日
程
等
に

つ
い
て
は
、
帝
京
科
学
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
ふ
れ
あ
い
の
日
以
外
で
も
、
平

日
に
馬
の
訓
練
や
放
牧
の
様
子

を
柵
外
か
ら
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

生
命
環
境
学
部
ア
ニ
マ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
学
科（
蕁
63
│

4
4
1
1
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.ntu.ac.jp/

上
野
原
市
と
帝
京
科
学
大
学
が

共
同
で
整
備
を
進
め
て
き
た
「
上

野
原
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

Ｓ
公
園（
動
物
ふ
れ
あ
い
公
園
）」

の
一
部
が
完
成
し
、
10
月
7
日

（
火
）開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
上
野
原
小
2
年
生

約
100
人
と
沢
松
幼
稚
園
児
約
30
人

が
訪
れ
、
帝
京
科
学
大
学
の
学
生

と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
と
ふ

れ
あ
う
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

動
物
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
帝
京

科
学
大
学
の
進
め
る
動
物
介
在
教

育
お
よ
び
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の

実
習
・
研
究
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

子
ど
も
や
障
害
者
が
動
物
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推

進
機
構
と
共
同
で
滞
納
整
理

を
推
進
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
市
税
な
ど
を
納
付
し

た
み
な
さ
ん
と
の
公
平
を
保
ち
、

滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
山

梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構

と
共
同
で
、
市
税
の
滞
納
整
理
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
市

税
を
滞
納
し
納
税
指
導
に
従
わ
な

い
方
等
に
対
し
差
押
等
の
滞
納
処

分
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
本
年
度
の
差
押
等
実
績

預
貯
金
63
件
、
自
動
車
2
件
、

給
料
3
件
、
生
命
保
険
1
件

（
計
69
件
、
滞
納
整
理
額
2
千

2
9
0
万
3
5
9
0
円
）

※
今
後
は
、
軽
自
動
車
・
不
動
産

等
の
差
押
も
行
う
と
と
も
に
、

案
件
に
よ
っ
て
は
自
宅
等
の
捜

索
を
実
施
し
動
産
等
の
差
押
を

行
う
な
ど
、
引
き
続
き
滞
納
整

理
を
進
め
ま
す
。

《
山
梨
県
地
方
税

滞
納
整
理
推
進
機
構
と
は
》

市
町
村
税
の
徴
収
を
専
門
的
に

行
い
、
滞
納
事
案
を
市
町
村
か
ら

引
継
ぎ
を
受
け
て
差
押
・
公
売
処

分
を
前
提
に
滞
納
整
理
を
行
う
組

織
。

納
税
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

《
税
金
を
滞
納
す
る
と

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
》

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
来
納

め
る
べ
き
税
金
の
他
に
延
滞
金

（
年
14
・
6
％
）を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
納
期
内
に
納
付
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
随
時
納
税
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
市
税
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い（
市
役
所
の

開
庁
時
間
内
に
納
税
相
談
が
困
難

な
方
は
、
月
1
回
日
曜
日
に
開
設

し
て
い
る
納
税
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）。

■
市
税
等
収
納
・
納
税
相
談
窓
口

開
設
日

●
日
時

11
月
30
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

税
務
課
カ
ウ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当（
蕁
62
│

3
1
1
3
）

市
税
滞
納
者
に
対
し
、

69
件
・
2
千
2
9
0
万
円
の

差
押
等
を
実
施

▲完成した厩舎前で行われたテープカット

ポ
ニ
ー
や
犬
、
モ
ル
モ
ッ

ト
を
実
際
に
見
た
り
、
触

っ
た
り
し
て
楽
し
む
子
ど

も
た
ち
の
様
子



年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
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火
災
予
防
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火

災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
季
節
に
、

火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
す
る
こ
と
で
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
・
拡
大

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
傷

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
尊
い
生
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。平

成
19
年
中
に
は
、
全
国
の
住
宅
火
災
で

1
1
4
8
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
こ
の
う
ち
半
数
以
上
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策
の

推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全

対
策
の
徹
底

※
消
防
本
部
・
署
お
よ
び
消
防
団
で
は
、
各

地
区
に
お
い
て
火
災
想
定
訓
練
や
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た
各
家
庭
の
火
の
元

点
検
お
よ
び
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
、
調
査
、
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
上
野
原
市
危
険
物
安
全
協
会
の
協

力
を
得
て
、
11
月
10
日（
月
）に
市
内
の
巡

回
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

◆
住
宅
防
火
、
い
の
ち
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン

ト
①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※
市
民
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
、
火
災
の

無
い
街
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
予
防
担
当

（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

今
年
1
年
間
に
納
付（
納
付
見
込
み
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

《
控
除
証
明
書
は
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
》

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明

書
と
同
様
に
、
1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
、
社

会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

証
明
内
容
は
、
本
年
1
月
か
ら
9
月
30
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納

付
見
込
額
で
す
。

《
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合
》

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
、
10
月
1
日
以
降
に
今
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
2

月
上
旬
に
同
様
の
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

※
平
成
20
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

付
し
た
方
全
員
に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
、
ま
た
は

領
収
書
を
添
付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ご
家
族
の
分
も
納
付
し
た
場
合
》

生
計
を
同
一
に
す
る
ご
家
族（
配
偶
者
や

子
ど
も
）の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
も
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
国
民
年
金
保

険
料
全
額
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
ご
家

族
分
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大

月
事
務
所（
蕁
22
│

3
8
1
1
）、
市
民
課

国
保
年
金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

▲昨年送付された控除証明書



送
も
同
じ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
放
送
時
間

午
前
8
時
〜
、
午
後
1
時
〜
、

午
後
7
時
〜（
テ
レ
ビ
共
和
会
エ
リ
ア
・

Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
も
同
じ
時
間
で
放
送
し
ま
す
）。

2
系
統
の
テ
レ
ビ
信
号
の

切
り
替
え
が
で
き
ま
す

テ
レ
ビ
組
合
（
共
聴
組

合
）ま
た
は
ご
自
宅
の
ア
ン

テ
ナ
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、

Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
加
入
申
込（
有
料

1
0
5
0
円
/
月
〜
）を
し
、「
電
波
切
り
替

え
器（
2
0
0
0
円
〜
2
5
0
0
円
程
度
）」

を
取
り
付
け
れ
ば
、
既
存
の
テ
レ
ビ
放
送
と
、

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
放
送
を
切
り
替
え
て
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

情
報
基
盤
整
備
事
業
の

助
成
制
度
を
設
け
ま
し
た

申
込
期
間
内
に
申
込
み
で
き
な
か
っ
た
方

や
、
申
込
期
限
後
に
新
た
に
転
入
転
居
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
引
込
工
事
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

詳
し
く
は
企
画
課
ま
た
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
情
報
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）、
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
蕁
62
│

5
5
0
0
）

行 政 放 送 を
開 始 し ま し た

家庭の協力が日本を救う…

Aさん 山梨県の労働者の男女の賃金格差は63％って知
っていました？

Bさん そうなんですか。でも、労働内容が違うからし
ょうがないのではないですか。
Aさん 年齢別の給与月額を表にしてみました。高卒の
初任給は男女で差がありません。定年退職した後も差
が縮まります。問題は女性の場合、給与が上がらない
ということです。

9 広報うえのはら　平成20年11月号　　　　　

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.27

Bさん でも、女性は勤続年数が短いとか。
Aさん 山梨県の場合、男性労働者の平均勤続年数は
13.9年、女性は8.2年です。
Bさん 結婚とかがあるから、腰掛けみたいに働く人が
多いんじゃないですか。
Aさん 今は男性の賃金も下がってきて、共働きじゃな
いと家庭を維持できない層が増えてきています。最初
から結婚退職を望んでいる人は多くありません。
Bさん そうなんだ。
Aさん 高卒初任給は同額で、その後賃金格差が広がる
のは、女性というだけで昇給が遅らされたり、それな
りの仕事や社内教育から外されたりしているのだと思
います。
Bさん それでも、子育て中の人は、子どもが病気にな
ると仕事を休んだりするので、会社では困るのではな
いですか。
Aさん 日本は少子高齢化社会を迎えています。今後の
労働者不足で日本の社会は衰退していきます。女性の
社会進出を保証しなければならない社会がやってきて
いるのです。子育てを女性ばかりに任せておいてはい
けないと思うのですが。経営者にも考えてもらうとと
もに、家庭での取り組みも必要です。
Bさん 家庭内での協力が、日本社会を救うということ
になるんですね。
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）
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山
梨
県
の
年
齢
別
現
金
給
与（
月
額
）

※
賃
金
構
造
基
本
調
査
よ
り

視
聴
方
法

■
上
野
原
テ
レ
ビ
共
和
会
エ
リ
ア

「
5
チ

ャ
ン
ネ
ル
」

■
そ
の
他
の
地
区

「
上
野
原
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）」

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
「
5
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
既
に
情
報
基
盤
整
備
事
業
で
引
込
工
事
が

終
了
し
た
第
1
・
2
期
工
区
の
エ
リ
ア

で
、
機
器
収
納
ボ
ッ
ク
ス（
白
い
箱
）を
取

り
付
け
て
あ
る
ご
家
庭
で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に

加
入
す
る
こ
と
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
加
入
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

放
送
時
間
等

同
じ
内
容
の
番
組
を
1
週
間（
水
曜
日
〜

火
曜
日
）、
1
日
3
回（
30
分
程
度
）放
送
し

ま
す（
特
別
番
組
等
が
あ
る
場
合
は
延
長
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

行 政 放 送 を
開 始 し ま し た
市役所からのお知らせや各地の出
来事を、映像をとおしてお知らせ
する行政放送が10月6日スタート
しました



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広報うえのはら　No.45  10

高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
訪
問
事
業

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

の
お
宅
に
、
市
が
養
成
し
た
「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
定
期
的

に
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

相
談
や
話
し
相
手
、
安
否
確
認
等

を
行
う
事
業
を
10
月
1
日
か
ら
開

始
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
相
談
ご
と
や
話
相
手

等
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
方
は
、
市
役
所
ま
た
は
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
に
印
鑑
を
持
参

し
、「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

追
っ
て
担
当
者
等
の
お
名
前
、

初
回
訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
無
料
で

す
。

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
「
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
》

「
高
齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
は
、
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
│

4
1
3
3
）

・
『
休
む
』
こ
と
に
は
、
心
身
の

疲
労
か
ら
回
復
を
図
り
、
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
を
元
の
活
力
を
も

っ
た
状
態
に
戻
す
こ
と
で
す
。

・
『
養
う
』
こ
と
に
は
、
積
極
的

に
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
活

動
、
社
会
参
加
な
ど
を
行
い
、

ゆ
と
り
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

②
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
法
や
自

分
に
合
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う

③
悩
み
事
を
家
族
、
友
人
、
専
門

家
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

最
近
は
『
こ
こ
ろ
の
健
康
』
を

崩
す
こ
と
は
誰
に
で
も
お
こ
り
う

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
実
的

に
で
き
る
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス

解
消
法
を
見
つ
け
、『
こ
こ
ろ
の

健
康
』
を
保
つ
た
め
に
ス
ト
レ
ス

を
は
じ
き
と
ば
す
力
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

ス
ト
レ
ス
を
は
じ
き

と
ば
そ
う

《
か
ら
だ
の
健
康
と

こ
こ
ろ
の
健
康
》

「
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
た

い
」
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
健
康
で
あ
る
こ
と
は
欠

か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
血
圧

や
血
液
検
査
の
結
果
か
ら
で
る
数

字
で
健
康
状
態
を
表
す
こ
と
が
で

き
る
『
か
ら
だ
の
健
康
』
と
、
数

字
で
は
容
易
に
表
す
こ
と
が
で
き

な
い
『
こ
こ
ろ
の
健
康
』
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
臓
器
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
見
る
こ
と

も
触
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
人
間
に
と
っ
て
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

『
こ
こ
ろ
の
健
康
』
が
損
な
わ
れ

れ
ば
、『
か
ら
だ
の
健
康
』
も
損

な
わ
れ
、『
か
ら
だ
の
健
康
』
が

損
な
わ
れ
れ
ば
、『
こ
こ
ろ
の
健

康
』
も
損
な
わ
れ
ま
す
。『
こ
こ

ろ
』
と
『
か
ら
だ
』
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。『こ

こ
ろ
』
の
病
気
の
中
の
一

つ
に
「
ス
ト
レ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
」
は
病
気
？
と
思
う

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
「
ス
ト
レ
ス
」
が
こ
こ
ろ

の
病
気
に
つ
な
が
る
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ト
レ
ス
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
身
近
な
家

庭
、
職
場
、
妊
娠
や
出
産
、
介
護

な
ど
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
は
多
々
あ
り
、
適
切
な
対
応
が

取
れ
な
い
と
き
に
は
『
こ
こ
ろ
の

健
康
』
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

《
こ
こ
ろ
の
健
康
を

崩
さ
な
い
た
め
に
》

心
の
健
康
を
崩
さ
な
い
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
…

①
日
常
生
活
の
中
で
積
極
的
な
休

養
を
と
り
ま
し
ょ
う

休
養
に
は
『
休
む
』
こ
と
と

『
養
う
』
こ
と
の
2
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
訪
問

風
景

▲



3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児
3 歳 児

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

★乳幼児健診（11/1～12/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制
度の被保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各

施設へお問い合わせください。

※受診の際は必ず保険証をお持ちください。

※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな

されるため、健診結果が検査機関から市に提出

されることにご同意ください。

※健診結果から特定保健指導を希望される方は保

健担当へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診

は、同年度中に重複して受診することができま

せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を

全額実費負担することになりますので、ご注意

ください。不明な点は保健担当へお問い合わせ

ください。

★インフルエンザワクチン接種はお早めに
◆インフルエンザ予防対策のひとつは「ワクチン

接種」です

インフルエンザワクチンは、接種後、2週間経た
ないと予防効果が現れません。またワクチンの本
数には限りがありますので、冬になってから急に
医療機関に行っても接種できないことがあります。
今年の冬にワクチンの接種を希望される方は、

お早めにかかりつけ・最寄りの医療機関にご相談
ください。

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日 午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★すこやか健康相談（11/1～12/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日

は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな

いようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 11月19日（水）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院・大月市立中央病院（大月市）

磯部医院・都留市立病院（都留市）
※その他の医療機関を希望される方は保健担当へ
お問い合わせください。
◎申込み期限　平成21年1月30日（金）まで
※市の集団検診との重複受診はできません。

11月14日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

送迎
一部あり

一部あり

なし

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前10：00～10：15
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

11 広報うえのはら　平成20年11月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

1111 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

該当児
平成20年6月16日～7月生
平成20年1月～2月15日生
平成19年4月16日～5月生
平成17年5月16日～6月生

実施日
11月 5日（水）
11月21日（金）
12月 4日（木）
11月13日（木）



鶴
幼
稚
園
と
も
に
、
11
月
4
日

（
火
）〜
14
日（
金
）ま
で

●
申
請
書
の
配
布
と
申
請
場
所

市
教
育
委
員
会
教
育
学
習
課

●
通
園
区
域

・
沢
松
幼
稚
園（
八
ツ
沢
、
松
留
）

・
大
鶴
幼
稚
園（
鶴
川
、
大
椚
、

大
曽
根
、
大
倉
）

●
入
園
年
齢
等

通
園
区
域
に
お

住
ま
い
で
、
平
成
21
年
4
月
1

日
現
在
で
満
3
歳
に
達
し
て
い

る
幼
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
の

幼
児
。

●
教
育
時
間

平
日
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
。
土
・

日
・
祝
日
は
、
休
園
日
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
夏
季
、
冬
季
お

よ
び
学
年
末
に
は
休
園
日
が
あ

り
ま
す
。

●
授
業
料

月
額
9
千
円（
平
成

20
年
度
の
場
合
）

※
現
在
、
上
野
原
市
立
学
校
等
適

正
化
審
議
会
に
お
い
て
、
市
立

幼
稚
園
2
園
の
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

審
議
会
か
ら
の
答
申
や
、
答
申

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
方
針

が
決
定
し
た
段
階
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0

9
）、
沢
松
幼
稚
園（
蕁
62
│

3

3
5
4
）、
大
鶴
幼
稚
園（
蕁
62

│

3
1
4
2
）

第
4
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
民
合
唱
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
4
回
上

野
原
市
民
合
唱
祭
を
開
催
し
ま

す
。
少
年
少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

上
野
原
市
民
14
団
体
に
よ
る
合
唱

の
祭
典
で
す
。
日
曜
日
の
午
後
の

ひ
と
と
き
に
、
コ
ー
ラ
ス
の
美
し

い
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
23
日（
日
）午
後
1

時
〜
（
入
場
無
料
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催
　
第
4
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

「
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
で
は
次
の
と
お
り
障
害
者
施
設

の
見
学
を
計
画
し
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
19
日（
水
）午
前
9

時
30
分
市
役
所
出
発
、
午
後
4

時
帰
着
予
定

●
見
学
場
所

北
杜
市
方
面
の
就

労
移
行
支
援
事
業
所
等
2
施
設

●
参
加
費

500
円
程
度

●
定
員

20
名

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ド
リ

ー
ム
宝
　
小
林（
蕁
23
│

0
4
6

0
）

山
梨
県
最
低
賃
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

山
梨
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
20

年
10
月
25
日
か
ら
現
行
の
1
時
間

6
6
5
円
が
1
時
間
6
7
6
円
に

11
円
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
賃

金
室（
蕁
0
5
5
│

2
2
5
│

2

8
5
4
）ま
た
は
都
留
労
働
基

準
監
督
署

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の

お
知
ら
せ

登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・

福
祉
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
や
市
の

担
当
者
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士

が
相
談
・
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時

12
月
2
日（
火
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付
時
間
）

●
場
所

ぴ
ゅ
あ
富
士
3
階
大
研

修
室（
都
留
市
中
央
3
│

9
│

3
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
省
山
梨
行

政
評
価
事
務
所（
蕁
0
5
7
0
│

0
9
0
1
1
0
）

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

都
留
地
区
調
停
協
会
で
は
、
無

料
調
停
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
お
よ
び
会
場

・
11
月
18
日（
火
）午
後
1
時
〜
5

時
　
ぴ
ゅ
あ
富
士（
都
留
市
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

・
11
月
21
日（
金
）午
後
1
時
〜
5

時
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会
議

室
※
両
日
と
も
受
け
付
け
は
午
後
4

時
30
分
ま
で

●
相
談
内
容

・
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

・
土
地
、
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り

・
賃
金
、
約
束
手
形
の
取
り
立
て

・
扶
養
、
離
婚
、
相
続
問
題
等

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
都
留
簡
易
裁
判

所
内
　
都
留
地
区
調
停
協
会

（
蕁
43
―

2
1
8
5
）

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出

に
関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
12
日（
水
）
用
紙

配
布
　
午
後
1
時
〜
1
時
30
分

説
明
会
　
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
―

3
2
1
7
）ま
た
は
税

務
課
課
税
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

3
）

平
成
21
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
案
内

市
立
幼
稚
園（
沢
松
幼
稚
園
・

大
鶴
幼
稚
園
）で
は
、
平
成
21
年

度
の
入
園
申
請
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
間

沢
松
幼
稚
園
・
大

広報うえのはら　No.45  12

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

山
梨
県
の
最
低
賃
金
は

１
時
間
　
　
6
7
6
円



な
ど

●
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
　
上
野

原
市
福
祉
事
務
所（
蕁
62
│

1
1

9
9（
家
庭
相
談
員
専
用
）、
都

留
児
童
相
談
所（
蕁
45
│

7
8
3

8
）

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
2
等
陸
空
士（
男

性
）を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
性（
日
本
国
籍
を
有
す

る
も
の
）

●
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
全
国
的
に
依
然
と
し
て
増
加

し
て
お
り
、
児
童
虐
待
問
題
は
、

社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
や

啓
発
等
の
各
種
の
取
り
組
み
を
全

国
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
児
童

相
談
所
や
市
町
村
の
担
当
窓
口
な

ど
に
連
絡（
通
告
）を
し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
も
の
で
す
。
連
絡（
通
告
）し
た

人
の
秘
密
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
児
童
虐
待
と
は
…

□
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、

投
げ
落
と
す
、
火
傷
さ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
な
ど

□
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強

要
、
性
器
等
を
見
せ
る
、
ポ
ル

ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

□
ネ
グ
レ
ス
ト

家
に
閉
じ
込
め

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
車
中

に
放
置
す
る
な
ど

□
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅

し
、
兄
弟
間
差
別
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
庭
内
暴
力
を
行
う

山
梨
県
民
の
日（
11
月
20
日
）

無
料
開
放
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
11
月
20
日（
木
）の
県

民
の
日
に
合
わ
せ
、
次
の
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す
。

《
市
民
プ
ー
ル
》

●
開
放
施
設

温
水
プ
ー
ル
、
ス

ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム

●
開
放
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
8
時
30
分（
ス
ポ
ー
ツ
サ

ウ
ナ
の
み
午
後
9
時
30
分
）ま

で
、
た
だ
し
、
各
施
設
と
も
利

用
時
間
は
、
原
則
と
し
て
一
人

3
時
間
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（（
蕁
63
│

6
0
7
0
）

《
緑
と
太
陽
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場
》

●
開
放
施
設

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
4

面
●
開
館
時
間

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

緑
と
太
陽
の
丘

キ
ャ
ン
プ
場（
蕁
56
│

2
8
6
9
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

《
平
成
20
年
度
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
標
語
》

助
け
て
の
　
小
さ
な
サ
イ
ン

受
け
止
め
て

11
月
20
日
は

山
梨
県
民
の
日
で
す

11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
は
、

山
梨
県
の
誕
生
日
で
す
。
県
民
一

人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の
生
い
立
ち

を
知
り
、
豊
で
暮
ら
し
や
す
い

「
山
梨
」
を
次
の
世
代
へ
と
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で

「
ふ
る
さ
と
の
誕
生
日
」
を
祝
い

ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
県
民
の
日
」
を
記
念
し

て
、
次
の
と
お
り
各
種
の
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

《
県
民
の
日
記
念
行
事

「
交
流
広
場
」
》

●
日
時
　
11
月
15
日（
土
）〜
16
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
甲
府
市
）

●
内
容

県
内
各
地
の
特
産
品
を

は
じ
め
、
多
数
の
展
示
や
体
験
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に

よ
る
活
動
内
容
の
発
表
の
場
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

《
県
有
施
設
の
無
料
開
放
》

11
月
20
日（
木
）、
県
立
美
術
館
、

博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・
入

館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
民
の
日
記
念

行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
　
県

民
生
活
課
内（
蕁
0
5
5
│

2
2

3
│

1
3
5
0
）

っ
て
い
ま
す
。

●
試
験
日

11
月
18
日（
火
）お
よ

び
12
月
16
日（
火
）

●
試
験
場
所

北
富
士
駐
屯
地

●
入
隊

平
成
21
年
3
月
下
旬
〜

4
月
上
旬
予
定

■
大
月
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
自
衛
隊

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
説
明
日

毎
月
2
回（
第
1
・

3
水
曜
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

大
月
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
2

階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

大
月
地
域
事
務

所（
大
月
市
御
太
刀
2
│

8
│

10

大
月
合
同
庁
舎
内
蕁
22
│

1
2

9
8
）

13 広報うえのはら　平成20年11月号　　　　　
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

13日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
11日
午前 10：00 ～ 　　正　午
30日
午前 9：00 ～ 　　正　午

13日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

17日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

11月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・28日  もみじホール
3階会議室7

（祝日除く）

（祝日を除く）

（祝日除く）

市役所会議室Ａ

（祝日を除く）

　　　



談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
法
律

専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
借
金
問

題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
の
で
、

今
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
0
時
15
分
、
午
後
1
時

〜
4
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ

関
東
財
務
局
甲

府
財
務
事
務
所
・
多
重
債
務
相

談
窓
口（
蕁
0
5
5
│

2
5
3
│

2
2
6
1
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪
（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

・
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.katura-sagam

i
.gr.jp/

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

の
お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

11
月
13
日（
木
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

上
野
原
市
本
庁
舎
・
会

議
室
A（
1
階
会
計
課
向
）

●
定
員

6
名（
相
談
時
間
1
人

30
分
）

●
申
込
み
方
法

予
約
制
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

11
月
4
日（
火
）

〜
7
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
4
）

多
重
債
務
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

で
は
、
無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員

が
電
話
や
来
庁
さ
れ
た
人
か
ら
相

桂
川
・
相
模
川
流
域
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

桂
川
・
相
模
川
流
域
協
議
会

（
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
三
者

で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
）

で
は
、
広
く
流
域
に
関
わ
る
み
な

さ
ん
と
と
も
に
情
報
交
換
や
交
流

を
深
め
、
環
境
保
全
活
動
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
上
下

流
交
流
事
業
お
よ
び
流
域
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
8
日（
土
）
小
雨

決
行

●
場
所

富
士
河
口
湖
町

●
テ
ー
マ

「
変
わ
り
ゆ
く
富
士

山
〜
桂
川
・
相
模
川
の
源
」

●
内
容

□
上
下
流
交
流
事
業

・
午
前
10
時
30
分
〜
　
植
樹
作
業

（
八
木
崎
公
園
）

□
流
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
勝
山
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

・
午
後
0
時
30
分
〜
　
パ
ネ
ル
展

示
・
午
後
1
時
〜
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト（
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
・
オ
マ

タ
タ
ツ
ロ
ウ
）

・
午
後
1
時
30
分
〜
　
講
演（
富

士
山
に
関
る
様
々
な
分
野
の
お

話
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
富
士
・

東
部
林
務
環
境
事
務
所（
蕁

45
│

7
8
1
1
）

広報うえのはら　No.45  14

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課題

や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむね

20分とします。事前にお申し込みください。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

11月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、11月26日（水）午前9時から11時です。

れ
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
29
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
み
締
切

11
月
24
日（
祝
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
お
よ
び
山
梨
県
で

は
、
12
月
1
日
、
県
下
全
域
に
お

い
て
「
平
成
20
年
住
生
活
総
合
調

査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を
含
め

た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
総

合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
、
5
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）

に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か

ら
一
部
を
抽
出
し
、
全
国
で
約
10

万
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
す
が
、

山
梨
県
で
は
一
定
の
抽
出
方
法
に

よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約
5
6
0

0
世
帯
に
調
査
依
頼
し
、
さ
ら
に

本
市
に
お
い
て
は
、
約
2
4
0
世

帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
24
日
か
ら
12
月
7
日
ま
で

の
間
、
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査

員
が
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
調

査
を
お
願
い
す
る
み
な
さ
ん
に
は

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
│

3
1
2
3
）

甲
府
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す

甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別

所
で
は
次
の
と
お
り
「
甲
府
矯
正

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
23
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時

●
場
所

甲
府
刑
務
所（
甲
府
市

堀
之
内
町
5
0
0
）

●
内
容

矯
正
パ
ネ
ル
展
示
お
よ

び
広
報
ビ
デ
オ
放
映
、
性
格
テ

ス
ト
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
販
売
等

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
刑
務
所

（
蕁
0
5
5
│

2
4
1
│

8
8
7
8
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」

で
は
、
就
職
を
控
え
た
子
ど
も
を

も
つ
親（
保
護
者
）を
対
象
に
、
就

職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
や
県
内
就
職
（
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

12
月
7
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

（
財
）山
梨
県
甲
府
・

国
中
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
「
か
い
て
ら
す
」（
甲
府

市
東
光
寺
3
│

13
│

25
）

●
参
加
費

無
料

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し（
蕁
0
5

5
│

2
3
3
│

4
5
1
0
）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
と

お
り
公
開
講
座
「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
22
日（
土
）午
後
2

時
〜
4
時

●
講
師

帝
京
科
学
大
学
保
健
室

看
護
師
　
戸
島
真
砂
子

●
受
講
料

1
2
0
0
円

●
会
場

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
定
員

25
名

●
講
座
の
内
容

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
の
基
礎
知
識
、
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
の
楽
し
み
方
等

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
│

6
9

1
1
）

歌
舞
伎
ミ
ニ
衣
装
展
の

ご
案
内

市
内
で
は
戦
前
ま
で
庶
民
が
演

じ
て
楽
し
む
農
村
歌
舞
伎（
地
芝

居
）が
盛
ん
で
し
た
が
、
戦
後
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
昭
和
中

ご
ろ
ま
で
島
田
地
区
で
使
わ
れ
た

歌
舞
伎
衣
装
や
道
具
117
点
の
中
か

ら
色
柄
の
美
し
い
衣
装
を
選
ん
で

紹
介
し
ま
す
。
上
野
原
の
人
々
を

夢
中
に
し
た
歌
舞
伎
の
世
界
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

●
日
程
　
11
月
28
日（
金
）ま
で
、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30

分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
場
所

市
役
所
１
階
会
計
課
横

の
展
示
コ
ー
ナ
ー

※
11
月
20
日（
木
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議

室
2
で
一
般
公
開
を
兼
ね
て
全

衣
装
の
虫
干
し
を
行
い
ま
す

（
雨
天
中
止
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

人
権
擁
護
委
員
に
3
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

四
方
津
地
区
に
お
住
ま
い
の

岡
本
和
洋
さ
ん
、
西
原
地
区
に

お
住
ま
い
の
中
山
義
秀
さ
ん
、

秋
山
地
区
に
お
住
ま
い
の
原
田

弘
喜
さ
ん
は
、
10
月
1
日
付
け

で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

原田弘喜さん 中山義秀さん 岡本和洋さん



大
鶴
地
区
　
星
野
郁
男
さ
ん

6
月
「
鶏
雲

け
い
う
ん

」

上
野
原
地
区
　
闍
橋
正
仁
さ
ん

7
月
「
県
境
の
湖
」

上
野
原
地
区
　
横
娜
美
夫
さ
ん

8
月
「
涼
風
の
滝
」

上
野
原
地
区
　
阿
部
勝
男
さ
ん

9
月
「
秋
の
彩
り
」

上
野
原
地
区
　
闍
橋
正
夫
さ
ん

10
月
「
猪
丸
獅
子
舞
奉
納
に
向
か
う
」

巌
地
区
　
多
田
實
さ
ん

11
月
「
紅
葉
の
談
合
坂
」

大
鶴
地
区
　
星
野
郁
男
さ
ん

12
月
「
朝
の
諏
訪
神
社
」

島
田
地
区
　
安
藤
実
さ
ん

市
職
員
の
人
事
異
動

10
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）

〈
退
職
〉〔
9
月
30
日
付
け
〕

放
射
線
技
師
）

▼
松
下
寛（
市
立
病
院
臨
床
工
学

技
士
）

▼
横
瀬
広
明（
市
立
病
院
診
療
放

射
線
技
師
）

▼
竹
中
直
也（
市
立
病
院
臨
床
工

学
技
士
）

▼
網
野
幸
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
杉
本
和
子（
市
立
病
院
看
護
師

長
）

▼
石
井
弥
生（
市
立
病
院
看
護
師

長
）

▼
金
子
理
津
子（
市
立
病
院
看
護

師
長
）

▼
山
田
綾
子（
市
立
病
院
看
護
主

任
）

▼
大
塚
真
希（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
高
田
多
美
子（
市
立
病
院
看
護

主
任
）

▼
佐
藤
清
美（
市
立
病
院
看
護
主

任
）

▼
舩
木
幸
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
畑
千
加
子（
市
立
病
院
看
護
主

任
）

▼
石
井
敬
一（
市
立
病
院
看
護
主

任
）

▼
水
越
み
ど
り（
市
立
病
院
看
護

主
任
）

▼
牧
野
由
美
子（
市
立
病
院
看
護

師
）

▼
長
田
広
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
和
田
優
子（
市
立
病
院
保
健
師
）

▼
志
村
み
ず
き（
市
立
病
院
助
産

師
）

▼
山
田
か
つ
美（
市
立
病
院
看
護

師
）

▼
小
俣
ち
は
る（
市
立
病
院
助
産

師
）

▼
小
俣
朱
美（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
平
井
圭
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
酒
井
明
美（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
青
木
純
子（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
相
川
真
美（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
原
田
恵
子（
市
立
病
院
総
看
護

師
長
）

▼
和
智
千
賀
子（
市
立
病
院
看
護

師
）

▼
小
林
梓（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
岡
部
榮（
市
立
病
院
准
看
護
師
）

▼
長
田
ま
ゆ
み（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

▼
加
藤
悦
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

▼
田
原
朝
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

▼
坂
本
衣
智
子（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

▼
北
條
聡
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

▼
鷹
取
光
代（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

▼
矢
羽
根
美
由
紀（
市
立
病
院
准

看
護
師
）

▼
天
野
小
百
合（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

▼
加
藤
尚
子（
市
立
病
院
准
看
護

師
）

〈
派
遣
〉

▼
井
上
梢（
秋
山
診
療
所
看
護
師
）

▼
両
角
敦
郎（
市
立
病
院
院
長
）

▼
長
坂
光
泰（
市
立
病
院
副
院
長
）

▼
津
久
井
由
紀
子（
市
立
病
院
医

師
）

▼
大
額
昌
一（
市
立
病
院
エ
ッ
ク

ス
線
科
長
）

▼
中
村
洋
子（
市
立
病
院
薬
剤
科

長
）

▼
中
山
寿
文（
市
立
病
院
主
任
薬

剤
師
）

▼
井
上
公
平（
市
立
病
院
臨
床
検

査
科
長
事
務
代
理
）

▼
小
林
み
さ
お（
市
立
病
院
主
任

臨
床
検
査
技
師
）

▼
加
藤
豊
成（
市
立
病
院
診
療
放

射
線
技
師
）

▼
小
池
昭
一（
市
立
病
院
理
学
療

法
科
長
）

▼
澤
田
誠（
市
立
病
院
理
学
療
法

士
）

▼
鶴
切
聖
子（
市
立
病
院
栄
養
科

長
事
務
代
理
）

▼
浦
山
奈
津
美（
市
立
病
院
臨
床

検
査
技
師
）

▼
重
森
恵（
市
立
病
院
臨
床
検
査

技
師
）

▼
中
嶋
健
志（
市
立
病
院
臨
床
工

学
技
士
）

▼
荒
井
ひ
と
み（
市
立
病
院
臨
床

検
査
技
師
）

▼
新
海
友
規（
市
立
病
院
臨
床
検

査
技
師
）

▼
中
水
流
洋
平（
市
立
病
院
診
療

平
成
21
年
上
野
原
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
採
用
作
品
決
ま
る

み
な
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ

い
た
93
点
の
作
品
の
中
か
ら
、
平

成
21
年
上
野
原
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
採
用
作
品
が
、
市
広
報
モ
ニ
タ

ー
の
み
な
さ
ん
の
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
採
用
作
品
》

表
紙
「
鶏
雲

け
い
う
ん

」

上
野
原
地
区
　
闍
橋
正
仁
さ
ん

1
月
「
上
野
原
・
東
京
西

工
業
団
地
の
朝
」

上
野
原
地
区
　
秦
伸
一
郎
さ
ん

2
月
「
樹
上
の
雪
」

巌
地
区
　
鈴
木
　
吉
さ
ん

3
月
「
春
爛
漫
」

大
鶴
地
区
　
臼
井
努
さ
ん

4
月
「
春
告
げ
る
か
が
り
火
」

上
野
原
地
区
　
清
水
藤
夫
さ
ん

5
月
「
新
緑
の
桂
川
」
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副
市
長
に
上
條
喬
さ
ん議

会
の
選
任
同
意
を
受
け
、
上
條

喬
さ
ん
が
10
月
1
日
付
け
で
副
市
長

に
就
任
し
ま
し
た
。



子育てプレイルームの
お知らせ

子育てプレイルームの
お知らせ

あ なたも今スグ！！
きもの美人　

着物姿が栄える季節　
気楽に習ってみませんか　　

毎週月曜日　午後 2：00～ 4：00
夜 7：30～ 9：30

問い合わせ　080－1020－9698（山口）

▼
議
会
事
務
局
主
査（
福
祉
課
）

中
村
牧
子

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
主
幹

（
企
画
課
）
小
早
川
浩

▼
教
育
学
習
課
副
主
幹
技
師（
生

活
環
境
課
）
守
屋
正
夫

わ
か
あ
ゆ
工
房
の
か
け
う
ど

ん
を
販
売
し
て
い
ま
す

市
内
の
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「
わ
か
あ
ゆ
工
房
」
で
は
、
障
害

を
持
っ
た
方
々
が
い
き
い
き
と
働

け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
交
流
で

き
る
場
と
し
て
、
10
月
か
ら
も
み

じ
ホ
ー
ル
玄
関
前
で
、
か
け
う
ど

ん
な
ど
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時

毎
週
火
曜
日
　
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分
ま
で

（
売
切
れ
次
第
終
了
）

●
メ
ニ
ュ
ー

う
ど
ん（
3
0
0

原
田
み
つ
子

▼
長
寿
健
康
課
主
幹
（
会
計
課
）

上
條
昭
仁

▼
長
寿
健
康
課
主
査
（
経
済
課
）

中
村
慎

▼
長
寿
健
康
課
副
主
査
（
税
務
課
）

原
田
宙

▼
病
院
対
策
課
副
主
幹（
市
立
病

院
）
鷹
取
雅
臣

▼
病
院
対
策
課
主
任
（
市
立
病
院
）

山
口
圭
太

▼
経
済
課
課
長
（
市
立
病
院
）

和
田
正
樹

▼
経
済
課
主
査
（
長
寿
健
康
課
）

戸
田
博
昭

▼
経
済
課
主
幹
（
総
務
課
）

清
水
一
明

▼
経
済
課
副
主
査
（
下
水
道
課
）

土
屋
貴
正

▼
下
水
道
課
主
任
（
企
画
課
）

高
橋
聡

▼
会
計
課
副
主
幹
（
市
立
病
院
）

杉
本
み
代
恵

▼
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会

医
師（
市
立
病
院
）今
村
豪

▼
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会

医
師（
市
立
病
院
）津
久
井
大
介

▼
社
会
福
祉
協
議
会
主
幹（
長
寿

健
康
課
）久
島
和
夫

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
課
主
査（
学
校
適
正
配
置

推
進
課
）安
藤
哲
也

▼
総
務
課
主
任（
企
画
課
）橋
本
豊

▼
企
画
課
副
主
幹
（
福
祉
課
）

野
崎
広
仁

▼
市
民
課
主
査
（
秋
山
診
療
所
）

関
戸
治

▼
税
務
課
主
幹
（
市
立
病
院
）

水
越
右
士

▼
生
活
環
境
課
指
導
監
（
経
済
課
）

山
口
宏
行

▼
生
活
環
境
課
副
主
幹
技
師（
教

育
学
習
課
）山
口
昌
美

▼
福
祉
課
副
主
幹
（
長
寿
健
康
課
）

志
村
光
造

▼
福
祉
課
副
主
幹
（
議
会
事
務
局
）

円
）ほ
か

●
問
い
合
わ
せ

わ
か
あ
ゆ
工
房

（
蕁
62
│

1
0
6
9
）

県
議
会
議
長
賞
を
受
賞

第
11
回
山
梨
県
障
害
者
文
化
展

に
お
い
て
、
応
募
作
品
約
1
0
0

0
点
の
中
か
ら
市
内
に
お
住
ま
い

の
次
の
方
々
の
作
品
が
県
議
会
議

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●日時 11月13日（木）・26日
（水）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ
福祉課子育て支援担当（蕁62ｰ3
115）

※初めての方は事前にお申込みくだ
さい。

※親子が遊べる場所、情報交換の
場所としてお気軽にご利用くだ
さい。

※プレイルーム内において「おも
ちゃ病院」を開設しました（午
前11時～正午）。不具合になっ
たおもちゃ等が
ありましたら、
是非お持ちくだ
さい。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課政策推進報担当（蕁62－3118）

井手丈雄さん（わかあゆ工房）
書道「山岳」上野原福祉作業所メンバー「缶バッジ製作」

・

・

・ ・

・・

この販売コーナーでは、その場で召し
上がることもできます



巌
地
区

佐
藤
来
海

く
る
み

（
茂
）

島
田
地
区

小
俣
孝
太
郎

こ
う
た
ろ
う

（
陽
介
）

上
野
原
地
区

小
澤
春
郁

は
る
か

（
勇
）、
小
林
源み

な
と（

義
典
）、

加
藤
眞
美
日

ま

み

か
（
淳
一
郎
）、水
越
翔
大

し
ょ
う
た

（
正
彦
）、
鷹
取
梢こ

ず
え

（
将
次
）

棡
原
地
区

白
鳥
愛
透

ま
な
と

（
章
）

甲
東
地
区

黒
部
薫
充
＝
阿
部
絵
美

島
田
地
区

辻
谷
貴
之
＝
市
川
佐
江
子

上
野
原
地
区

大
隅
順
一
＝
宮
山
千
登
勢

養
父
大
輔
＝
横
森
幸

秋
山
地
区

関
戸
弘
道
＝
関
戸
由
美

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
開
催

平
成
19
年
に
山
梨
県
内
で
自
殺

し
た
人
は
3
4
2
人
。
自
殺
に
よ

る
死
は
家
族
や
職
場
な
ど
、
他
の

人
に
与
え
る
心
理
的
な
影
響
も
大

き
く
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
殺

は
、
あ
な
た
の
「
気
づ
き
」
や

「
声
か
け
」
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
青
木
ヶ
原
樹
海
に
お
け
る

自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
あ
な

た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
25
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜
（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

富
士
河
口
湖
町
中
央
公

民
館

●
内
容
《
講
演
》

・
自
殺
を
考
え
る
人
へ
の
対
応
　
　

・
東
尋
坊
で
の
自
殺
防
止
活
動
の

実
際

※
お
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
。

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/barrier/htm

l/ft-hokenf/
index.htm

l

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

看
護
師
等
再
就
業
相
談

結
婚
、
育
児
、
介
護
な
ど
で
職

場
を
離
れ
た
看
護
師
等
の
み
な
さ

ん
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
あ
な

た
の
再
就
業
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。富

士
・
東
部
地
区
に
お
い
て
も

看
護
師
等
の
需
要
は
高
く
、
介
護

保
険
制
度
な
ど
に
よ
り
依
然
高
い

求
人
数
で
す
。

離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
空
い

て
い
る
こ
と
に
よ
り
不
安
を
抱
い

て
い
る
方
に
は
、
病
院
に
お
け
る

最
新
の
看
護
業
務
の
習
得
と
職
場

復
帰
を
図
る
た
め
の
実
務
研
修
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た

機
会
を
通
じ
て
不
安
が
解
消
さ
れ

る
よ
う
体
制
を
整
備
し
、
再
就
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
求
人
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
の
で
、
就
業
地
や

就
業
条
件
な
ど
自
分
に
合
っ
た
職

場
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
の
免
許
所

有
者

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌地区 稲垣 那世
な つ

くん（4歳4か月）
響生
き ょ う

くん（2歳5か月）

功二さん理恵さんの長男・二男

“心も体も大きくなぁれ！”

上野原地区 水越 莉音
り お ん

ちゃん（7歳9か月）

夢亜
む あ

ちゃん（5歳5か月）

偉天
い そ ら

くん（1歳7か月）
貴洋さん里美さんの長女・二女・長男

“すくすく元気に育ってね！”



巌
地
区

佐
藤
昭
子
（
和
良
）

島
田
地
区

上
條
實（
マ
サ
江
）、芳
賀
歌
子（
？
行
）

上
野
原
地
区

臼
井
ハ
ル
子
（
健
治
）、桑
原
久
子

（
臼
井
克
江
）、
山
坡
竹
代
（
一
盛
）、

大
久
保
俊
江
（
道
利
）、
奥
田
一
雄

（
米
山
稔
）

棡
原
地
区

石
井
益
子
（
正
友
）、
鷹
取
鶴
雄

（
久
幸
）

西
原
地
区

降
矢

八
（
み
ち
子
）

宮
部
み
ゆ
き
／
作
　
他

◎
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
子
ど
も
図
書
館ま

つ
り
☆

『
て
ん
ぐ
の
か
く
れ
み
の
』

大
型
紙
芝
居
　
他

◎
日
時
　
11
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

◎
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

た
の
し
い
行
事
を
い
ろ
い
ろ
用

意
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お

誘
い
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

1111
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

2 3 4 5 6 7
1
8

9 10 11 12 13 14 15
1816 17 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
30

一

般

書

◇
『
美
女
い
く
さ
』

諸
田
玲
子
／
著
　
中
央
公
論
新

社
◇
『
お
ば
さ
ん
未
満
』

酒
井
順
子
／
著
　
集
英
社

◇
『
深
川
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
横
丁
』

宇
江
佐
真
理
／
著
　
新
潮
社

◇
『
犯
罪
小
説
家
』

雫
井
脩
介
／
著
　
双
葉
社

◇
『
遊
行
の
門
』

五
木
寛
之
／
著
　
徳
間
書
店

◇
『
黒
の
狩
人
』

大
沢
在
昌
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
江
戸
の
名
奉
行
』

丹
野
顯
／
著
　
新
人
物
往
来
社

◇
『
マ
ー
ブ
ル
・
ア
ー
チ
の
風
』

コ
ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ス
／
著
　
大

森
望
／
編
訳
　
早
川
書
房

児

童

書

◆
『
二
本
足
で
立
つ
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？
』

香
原
志
勢
／
文
　
つ
だ
か
つ

み
／
絵
　
偕
成
社

◆
『
キ
ン
ギ
ョ
の
て
ん
こ
う
せ
い
』

阿
部
夏
丸
／
作
　
村
上
康
成
／

絵
　
講
談
社

◆
『
鈴
と
リ
ン
のひ

み
つ
レ
シ
ピ
！
』

堀
直
子
／
作
　
木
村
い
こ
／
絵

あ
か
ね
書
房

死

亡

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

◆
『
16
歳
。
死
ぬ
前
に

し
て
み
た
い
こ
と
』

ジ
ェ
ニ
ー
・
ダ
ウ
ン
ハ
ム
／
著

代
田
亜
香
子
／
訳
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所

◆
『
森
を
育
て
る
生
き
も
の
た
ち
』

谷
本
雄
治
／
文
　
盛
口
満
／
絵

岩
崎
書
店

絵

本

○
『
き
に
な
る
と
も
だ
ち
』

降
矢
な
な
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
作
　
偕
成
社

○
『
お
こ
る
』

長
谷
川
義
史
／
絵
　
中
川
ひ
ろ

た
か
／
作
　
金
の
星
社

○
『
い
も
ほ
り
』

は
ま
の
ゆ
か
／
作
　
ほ
る
ぷ
出

版
○
『
へ
ん
し
ん
！

た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
／
作
・
絵

鈴
木
出
版

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ス
ー
パ
ー
マ
ン
』

◎
日
時
　
11
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
神
無
月
』

『
空
へ
向
か
う
花
』

小
路
幸
也
／
著
　
講
談
社

心
に
傷
を
負
っ
た
少
年
少
女
。

そ
し
て
彼
ら
を
見
守
る
大
人
た

ち
。
そ
れ
ぞ
れ
が
懸
命
に
前
を

む
い
て
歩
い
て
い
く
…
。

『
ワ
ル
ツ
』

花
村
萬
月
／
著
　
角
川
書
店

昭
和
20
年
の
新
宿
。
特
攻
崩

れ
の
城
山
。
明
晰
な
頭
脳
で
の

し
あ
が
ろ
う
と
す
る
朝
鮮
人
・

林
。
天
涯
孤
独
の
娘
・
百
合
子
。

見
え
な
い
糸
で
絡
ま
り
あ
う
3

人
の
壮
絶
な
人
生
の
物
語
。

今
月
の
一
冊
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10月11日・12日、西原地区の羽置きの里「びり
ゅう館」で西原ふるさと祭りが行われました。会場で
は西原に伝わる古在家神楽舞や藤尾の獅子舞、西原保
育園児・西原小学校児童による出し物も披露され、会
場が大勢の人で賑わいました。

伝統の舞～古在家神楽舞～

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

9月22日、上野原市西原の田和・上平・川通・扁盃・下城地区（この地
域を古在家といいます）に古くから伝わる神楽舞が、同地区にある神楽殿
において披露されました。この神楽舞は、一説では1764年ごろに小河内
地方（奥多摩町）から伝わったと言われ、五穀豊穣・悪魔払い（無病息災・
地域の安全など）を念願して毎年行われています。神楽舞は12神楽とも呼
ばれ12種類の舞があり、この日は7種類の舞が披露されました。
古在家神楽舞は、上野原市の無形民俗文化財に指定されています。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,462人 （－18）
男 ●13,691人 （－ 7）
女 ●13,771人 （－11）
世帯●10,039世帯（＋ 1）
平成20年10月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●西原ふるさと祭り
9月23日、ゆずりはら青少年自然の里で北都留子

ども交流会が行われました。この催しは、北都留地区
の児童間の交流を深めてもらおうと開催されていま
す。当日は、市内外の小・中学生35名が参加し、オ
リエンテーリングなどをして楽しみました。

●北都留子ども交流会

10月の第1土曜日、日曜日を中心に、棡原・西原
地区の5か所で獅子舞の奉納が行われました。
上野原市には、県内では珍しい一人立ちの三匹獅子

舞が伝承されていて、各地区の獅子舞保存会がその継
承に努めています。

●獅子舞の奉納
9月から10月かけて、市内各地区で敬老会が行わ

れました。9月15日現在の75歳以上の人口は、男性
1,374人、女性2,189人、合計3,563人で、本年は
金婚式組数86組、ダイヤモンド婚式組数33組に褒状
が授与されました。

●市内各地で敬老会
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所
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